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【平成20年度・前期学期・マクロ経済学I・演習問題3】
☆締切：平成20年7月8日

【問1】ある企業が下の表のように3つの投資案件を検討している。この企業の投資需要決定について、後の問いに答えなさい。

	案件
	（現在）投資額
	（将来）収益

	A
	800
	803

	B
	1000
	1015

	C
	200
	205


（1） A～Cの投資案件について内部収益率を求めなさい。

（2） 市場において1％で資金を運用できるとき、この企業が行う投資はどの案件になるか示し、理由を説明しなさい。

（3） 内部収益率の高い順に案件を並べ替え、内部収益率を縦軸に、投資総額を横軸にとり投資需要関数を描きなさい。
【問2】あるマクロ経済のように、次の各式であらわされる場合、後の問いに答えなさい。
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消費関数：
[image: image2.wmf]Yd

C

6

.

0

50

+

=



可処分所得：
[image: image3.wmf]T

Y

Yd

-

=



税：
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投資需要関数：
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政府支出：
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ただし、

（1） この経済におけるAD関数を求めなさい。
（2） この経済における均衡国民所得を利子率rの関数として表しなさい。（この表現がIS関数となります。）

（3） 今、貨幣の市場において、利子率が0.01（１％）と決定されている場合について、この市場の均衡国民所得を求めなさい。

（4） 今、政府支出がG=30になった場合に（１）～（４）を繰り返しなさい。

（5） （２）と（４）で求めたIS関数を縦軸をｒに横軸を均衡国民所得をとり、グラフに描きなさい。（2本のIS関数を一つの座標軸に描くこと）Gの減少により、IS関数は左右どちら側にシフトしたか？
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